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On the old kunten glossing method found in the Kōsōden
(Memoirs of Eminent Monks): An example of Japanese renderings seen
in Chinese biographical materials
Naoki Nakano
The Kōsōden (Memoirs of Eminent Monks) has received attention in the fields of
Buddhist studies, Chinese studies and philology, and research on this text has accumulated
accordingly. Scrolls from the Kōsōden that feature added kunten (glosses) have been used
as linguistic material in Japanese historical linguistics.
The kunten found in some of theKōsōden scrolls are estimated to have been added in
the Insei period (1086-1185) or the early Kamakura period (1185-) based on postscripts
and the shapes of the kana used, as well as other features. However, a definite date has not
yet been offered with regard to the style in which the original Chinese text is rendered and
interpreted into Japanese in the scrolls. Other aspects about the Japanese rendering of the
text also remain unclear, such as the process of how this rendering came to be.
This study surveys scrolls from the Kōsōden that feature added kunten, and
discusses the characteristics of how the text is rendered into Japanese. The results of this
survey indicate that readings of the Kōsōden varied between different schools of thought.
In addition, the kunten were found to feature a mixture of contemporary-style renderings
together with renderings in a style that predates the time that they were written. Moreover,
it was noted that each school of thought rarely seemed to refer to the rendering styles of


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































再読 不再読 再読 不再読 再読 不再読
0 4 8 0 5 4 當
0 0 0 3 0 3 應
2 5 8 1 4 4 将
0 1 1 3 0 4 猶
0 0 3 0 0 3 須
0 0 3 0 0 3 宜
0 8 22 1 0 23 未
6 2 7 1 0 8 令
8 3 7 2 0 9 使
3 1 1 0 0 1 遣
19 24 60 11 9 62 計
表
1
『高
僧
傳
』
各
本
に
見
え
る
再
読
字
の
訓
読(18)
(19
)
(20
)
（
後
に
再
読
字
と
な
る
）
漢
字
に
再
読
形
が
固
定
さ
れ
始
め
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
定
着
を
見
る
と
す
る
。
73
｢當
為
天
火
所
焼
」
興
：
當
に
天
火
の
為
に
焼
（
カ
）
所(ル)當(ヘ)し
岩
：
當
(マ
）
サ
ニ
天
火
ノ
爲
(タ
）
メ
ニ
燒ヤ
カ
所ル
當ヘ
シ
石
：
當
に
天
火
の
為
に
焼
（
カ
）
所(ル)
244
｢更
施
頂
髻
及
身
相
克
成
鎣
磨
將
畢
」
興
：
頂
髪
を
施
す
身
相
剋
成
し
て
鎣
磨
将
に
畢
（
ル
）
に
及
（
ヒ
）
て
岩
：
更
(サ
）
ラ
ニ
頂
髻
ヲ
施
(ホ
ト
）
コ
ス
身
相
克ヨ
ク
成
テ
鎣
磨
將
(マ
）
サ
ニ
畢
(ヲ
）
ハ
ラ
ム
ト
將ス
ル
ニ
及
（
ヒ
）
テ
石
：
更
に
頂
髪
及
（
ヒ
）
身
相
を
施
ス
克(ヨ)（
ク
）
成
（
テ
）
鎣
磨
す
将
に
畢
（
ラ
ム
）
と
将 す
162
｢試
令
人
掘
」
興
：
試
（
ミ
）
に
人
を
し
て
掘ホ
ラ
シ(ママ
)令
（
ム
ル
ニ
）
岩
：
試
（
ミ
）
ニ
人
ヲ
令シ
テ
掘ホ
ラ
令シ
ム
ル
ニ
石
：
試
（
ミ
）
に
人
を
令 (シ)（
テ
）
掘
（
ラ
）
令 (シ)（
ム
ル
ニ
）
表
1
に
、
各
本
に
お
け
る
再
読
字
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
て
い
る
。
各
本
の
加
点
時
期
は
ほ
ぼ
同
じ
に
も
関
わ
ら
ず
、
再
読
字
の
読
み
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る(21)。
先
の
小
林
（
一
九
五
四
）
の
指
摘
に
沿
え
ば
、
興
福
寺
本
の
訓
法
は
平
安
初
期
と
同
じ
訓
法
（
再
読
し
な
い
形
式
）
を
多
く
保
持
し
て
お
り
、
一
方
の
岩
屋
寺
本
は
加
点
当
時
、
つ
ま
り
鎌
倉
期
に
お
い
て
一
般
的
な
訓
法
（
再
読
す
る
形
式
）
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
山
寺
本
は
、
そ
の
中
間
と
も
い
え
る
が
、
興
福
寺
本
と
比
べ
て
、
再
読
形
が
多
い
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
一
般
に
南
都
・
博
士
家
の
訓
法
は
保
守
的
で
、
天
台
宗
の
訓
法
は
新
形
を
示
す
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
岩
屋
寺
本
・
石
山
寺
本
の
訓
法
に
新
形
が
多
く
見
え
る
。
博
士
家
の
訓
法
の
う
ち
、
特
に
再
読
字
に
新
形
が
現
れ
る
の
は
、
小
林
（
一
九
六
一
)・
村
上
（
一
九
六
六
）
に
も
指
摘
が
あ
り(22)、
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
た
理
由
は
、
学
統
の
差
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
令
」
字
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
小
林
（
一
九
五
四
）
は
、
平
安
中
期
以
降
室
町
期
ま
で
は
、
仏
家
点
で
は
「
令
」
字
の
下
に
あ
る
体
言
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
補
読
し
て
一
度
読
み
、
博
士
家
点
で
は
、「
袞
シ
テ
袞
シ
ム
」
と
し
て
二
訓
を
「
令
」
字
に
附
訓
し
、
再
読
す
る
の
が
基
本
形
と
い
う
。
表
1
を
見
る
と
、「
令
」
字
は
興
福
寺
本
で
再
読
例
が
無
く
、
岩
屋
寺
本
で
殆
ど
再
読
さ
れ
、
石
山
寺
本
で
も
多
く
再
読
さ
れ
て
お
り
、
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。
天
台
宗
の
点
を
伝
え
る
と
見
ら
れ
る
石
山
寺
本
は
、
再
読
形
が
多
く
、
右
の
指
摘
に
合
わ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
小
林
（
二
〇
一
七
）
で
は
「
令
」
字
の
再
読
形
は
天
台
宗
・
真
言
宗
の
資
料
を
中
心
に
平
安
中
期
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
令
」
字
の
再
読
形
は
仏
家
点
一
般
の
傾
向
に
合
わ
な
く
と
も
、
天
台
宗
の
訓
法
と
し
て
は
普
通
の
形
な
の
で
あ
る
。
第
三
節
第
二
項
二
不
読
字
・
助
字
先
の
再
読
字
と
同
じ
よ
う
に
、
不
読
字
や
助
字
に
も
各
本
の
訓
法
に
差
が
存
す
る
。
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
字
を
取
り
あ
げ
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
（ 26 ）
22
｢又
有
一
爪
甲
及
一
髪
」
興
：
又
一
（
ツ
）
の
梳
甲
﹇
及
﹈
一
（
ツ
）
の
髪
有
（
リ
）
岩
：
又
一
（
ツ
）
ノ
爪
甲
及
ヒ
一
髪
有
リ
石
：
又
一
（
ツ
）
の
梳
甲
﹇
及
﹈
一
（
ツ
）
の
髪
有
（
リ
）
並
列
用
法
の
「
及
」
字
の
訓
に
つ
い
て
は
平
安
初
期
で
は
不
読
、
若
し
く
は
「
ト
」
と
読
ま
れ
、
平
安
中
期
以
降
に
「
オ
ヨ
ビ
」
の
読
み
が
見
ら
れ
る
（
春
日
（
一
九
四
二
)・
遠
藤
（
一
九
五
二
)・
中
田
（
一
九
五
四
)・
小
林
（
一
九
五
九
））。
さ
ら
に
、
小
林
（
一
九
五
九
）
は
こ
の
訓
に
つ
い
て
、
喜
多
院
点
・
三
論
宗
点
系
の
点
を
用
い
た
資
料
で
は
平
安
中
期
以
降
も
不
読
や
「
ト
」
と
し
て
古
訓
を
保
持
す
る
こ
と
が
多
く
、「
オ
ヨ
ビ
」
と
読
む
の
は
真
言
・
天
台
宗
系
の
点
や
博
士
家
点
の
資
料
に
多
い
と
し
た
。
こ
こ
で
、
表
2
に
ま
と
め
た
各
本
の
訓
法
を
見
る
と
、
喜
多
院
点
使
用
の
興
福
寺
本
は
全
て
不
読
で(23
)、
一
方
の
岩
屋
寺
本
は
、
付
訓
す
る
場
合
「
オ
ヨ
ビ
」
と
し
、
小
林
氏
の
指
摘
が
当
て
は
ま
る
。
石
山
寺
本
は
全
て
不
読
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
オ
ヨ
ビ
」
と
読
む
こ
と
が
天
台
宗
の
点
本
で
多
い
と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
は
「
及
」
字
に
加
点
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
「
オ
ヨ
ビ
」
と
読
ん
だ
と
見
る
の
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
か
ら
、
興
福
寺
本
が
古
形
を
示
し
、
岩
屋
寺
本
は
新
形
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
も
学
統
に
よ
る
訓
法
の
新
古
の
差
が
確
認
で
き
る
。
455
｢故
奏
歌
於
金
石
則
謂
之
」
興
：
故
に
歌
を
金
石
於に
奏
ス
レ
ハ
﹇
則
﹈
之
を
謂
（
ヒ
テ
）
岩
：
故
カ
（
ル
ガ
ユ
ヘ
)ニ
歌
ヲ
﹇
於
﹈
金
石
ニ
奏
ス
ル
則
ス
（
ナ
ハ
)（
チ
）
之
(コ
）
レ
ヲ
謂イ
フ
テ
石
：
故
に
歌
を
﹇
於
﹈
金
石
に
奏
（
ス
レ
）
は
﹇
則
﹈
之
を
謂
（
ヒ
テ
）
｢則
」
字
は
、
小
林
（
一
九
六
一
）
に
よ
れ
ば
、
平
安
初
期
の
訓
法
で
は
「
則
」
字
を
不
読
と
し
、
直
上
に
「
ト
キ
ハ
」「
ト
キ
ニ
ハ
」
と
補
読
す
る
こ
と
が
多
く
（
後
代
に
は
直
接
付
訓
例
あ
り
）、「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
む
こ
と
は
極
稀
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
平
安
中
期
以
降
に
仏
家
で
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
れ
、
博
士
家
で
は
古
形
を
保
ち
、「
ト
キ
ハ
」
「
ト
キ
ニ
ハ
」
と
し
て
差
が
生
じ
た
と
す
る
。
表
3
を
見
る
と
、
興
福
寺
本
・
石
山
寺
本
は
「
則
」
字
に
付
訓
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
（ 27 ）
不
読
（
無
加
点
）
ト
オ
ヨ
ヒ
興
本　
19
0
0
岩
本　
4
0
15
石
本　
21
0
0
表
2
｢及
」
字
の
訓
表
3
｢則
」
字
の
訓
(24
)
不
読
（
無
加
点
）
ト
キ
ハ
ト
キ
ニ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ト
キ
ン
ハ
ス
ナ
ハ
チ
興
本　
39
0
0
0
岩
本　
12
1
25
4
石
本　
42
0
0
0
・
岩
屋
寺
本
で
は
、
多
く
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
れ
、
さ
ら
に
二
例
の
「
ト
キ
ン
ハ
ス
ナ
ハ
チ
」
の
訓
が
見
え
る
。
こ
の
「
ト
キ
ン
ハ
ス
ナ
ハ
チ
」
と
い
う
形
は
、
小
林
（
同
）
に
よ
る
と
、「
則
」
字
に
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
訓
が
定
着
し
た
あ
と
の
形
で
、
な
お
且
つ
、
漢
籍
の
読
み
に
多
い
訓
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
博
士
家
の
読
み
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
岩
屋
寺
本
は
、「
則
」
字
を
殆
ど
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
加
点
当
時
の
仏
家
の
訓
み
で
あ
り
、
博
士
家
の
訓
法
と
異
な
っ
て
い
る
。
興
福
寺
本
と
石
山
寺
本
は
、「
則
」
字
に
付
訓
が
な
く
は
っ
き
り
訓
み
が
分
か
ら
な
い
が
、
例
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
直
上
の
字
に
ヲ
コ
ト
点
、
乃
至
、
仮
名
点
で
「
ハ
」
と
加
点
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
袞
ス
レ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
451
｢故
詠
歌
之
也
」
興
：
故
に
之
を
詠
歌
（
ス
）﹇
也
﹈
岩
：
故
カ
（
ル
カ
ユ
ヘ
)ニ
詠
歌
ス
ト
云
（
ヘ
）
リ
﹇
之
﹈﹇
也
﹈
石
：
故
に
之
を
詠
歌
（
ス
）﹇
也
﹈
文
中
・
末
に
お
い
て
陳
述
を
示
す
助
字
で
あ
る
「
之
」
字
は(25)、
小
林
（
一
九
六
二
）
に
よ
れ
ば
、
平
安
初
期
の
古
訓
に
お
い
て
仏
家
は
不
読
で
、「
コ
レ
」
と
附
訓
さ
れ
る
の
は
、
平
安
中
期
以
降
と
し
、
一
方
の
博
士
家
で
は
、
室
町
期
に
入
る
ま
で
一
貫
し
て
不
読
と
い
う
。表
4
で
は(26)、
興
福
寺
本
・
石
山
寺
本
に
「
コ
レ
」
と
訓
む
例
が
あ
る
が
、
岩
屋
寺
本
で
は
全
て
不
読
で
あ
っ
た
。
こ
の
陳
述
の
「
之
」
字
の
読
み
は
、
右
の
小
林
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
興
福
寺
本
・
石
山
寺
本
は
平
安
中
期
以
降
の
仏
家
の
読
み
を
反
映
し
つ
つ
あ
り
、
岩
屋
寺
本
は
博
士
家
の
読
み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
加
点
者
の
学
統
の
差
に
よ
る
訓
法
の
違
い
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
31
｢於
海
口
得
銅
蓮
華
趺
浮
在
水
上
」
興
：
江
の
口
に
於して
銅
の
蓮
華
（
ノ
）
趺
を
得
た
り
浮
（
キ
）
テ
水
の
上
に
在
（
リ
）
岩
：
海
口
ニ
於シテ
銅
ノ
蓮
華
ノ
趺
ヲ
得
タ
リ
浮
（
キ
）
テ
水
上
ニ
在
リ
石
：
江
の
口
に
於
銅
の
蓮
華
（
ノ
）
趺
の
浮
（
キ
）
て
氷
の
上
に
在
（
ル
）
を
得
（
タ
リ
）
｢於
」
字
は
平
安
初
期
よ
り
、
不
読
で
あ
っ
た
り
、「
ニ
」「
ヲ
」「
ヨ
リ
」「
ウ
ヘ
ニ
」
「
ニ
シ
テ
」
な
ど
と
様
々
に
読
ま
れ
た
り
す
る
字
で
あ
る(28)。
そ
の
後
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
（ 28 ）
表
4
｢之
」
字
の
訓
表
5
｢於
」
字
の
訓
(27
)
不
読
（
無
加
点
）
コ
レ
興
本　
8
3
岩
本　
12
0
石
本　
8
4
ニ
シ
テ
オ
イ
テ
ニ
ヲ
ヨ
リ
不
読
（
無
加
点
）
興
本　
10
0
34
1
2
11
岩
本　
13
0
0
0
1
47
石
本　
0
0
15
0
0
46
期
以
後
に
か
け
て
「
於
」
字
に
対
し
て
、「
オ
イ
テ
」
と
附
訓
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
小
林
（
一
九
五
八(29)））。
各
本
に
お
け
る
「
於
」
字
の
訓
法
を
見
る
と
、
表
5
の
通
り
で
あ
る
。
表
の
状
況
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
オ
イ
テ
」
と
附
訓
さ
れ
た
例
は
な
く
、
各
本
い
ず
れ
も
古
形
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
節
第
二
項
三
そ
の
他
1
｢者
」
字
の
訓
57
｢畋
漁
者
必
無
所
復
獲
」
興
：
田
漁
（
ス
ル
）
者もの
必
す
獲
（
ル
）
こ
と
无
し
岩
：
畋
漁
ス
ル
者
(モ
）
ノ
必
ス
復
獲ウ
ル
所
(ト
コ
）
ロ
無
（
シ
）
石
：
田
漁
の
者
(モ
）
の
必
（
ス
）
獲
（
ル
）
こ
と
无
（
シ
）
表
6
を
見
る
と
、
各
本
い
ず
れ
も
「
者
」
字
が
「
モ
ノ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
田
（
一
九
五
四
）
は
平
安
初
期
の
点
本
に
「
者
」
字
を
「
ヒ
ト
」
と
読
む
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
門
前
（
一
九
五
九
）
は
、
こ
の
読
み
分
け
に
つ
い
て
、『
妙
法
蓮
華
経
』
諸
本
を
例
に
、「
者
」
字
は
平
安
初
期
に
お
い
て
は
人
を
指
す
場
合
「
ヒ
ト
」
と
読
み
、
そ
の
他
を
「
モ
ノ
」
と
し
た
が
、
平
安
中
期
以
降
に
こ
の
区
別
を
無
く
し
た
と
し
て
い
る
。
但
し
、
小
林
（
一
九
六
四
）
に
は
、
鎌
倉
初
期
に
見
ら
れ
る
漢
籍
の
訓
法
に
お
い
て
、
「
ヒ
ト
」
と
読
む
用
例
が
指
摘
さ
れ
（「
モ
ノ
」
の
読
み
の
方
が
優
勢
）、
漢
籍
の
訓
法
に
お
け
る
古
訓
の
残
存
を
見
い
だ
せ
る
と
し
て
い
る
。「
者
」
字
の
訓
と
し
て
、『
高
僧
傳
』
に
も
先
学
の
指
摘
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
す
れ
ば
、
各
本
と
も
平
安
中
期
以
降
の
訓
法
を
示
し
、
加
点
当
時
に
お
い
て
一
般
的
な
訓
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
2
引
用
の
呼
応
（「
云
」
字
の
呼
応
）
13
｢見
一
道
人
云
是
其
前
世
師
」
興
：
一
（
リ
）
の
道
人
を
見
る
云
（
ハ
ク
）
是
（
レ
）
其
（
ノ
）
前
世
の
師
な
り
岩
：
一
リ
ノ
道
人
ヲ
見
ル
云
（
ハ
）
ク
是
レ
其
ノ
前
世
ノ
師
ナ
リ
ト
石
：
一
（
リ
）
の
道
人
を
見
（
ル
）
に
云
（
ハ
ク
）
是
（
レ
）
其
（
ノ
）
前
世
の
師
ナ
リ
直
接
引
用
の
呼
応
に
つ
い
て
は
、
春
日
（
一
九
四
二
）、
小
林
（
一
九
六
三
）
が
、
平
安
初
期
の
仏
書
に
お
い
て
、
引
用
文
の
最
後
に
「
ト
イ
フ
」
を
読
み
添
え
る
形
式
が
古
く
、
（ 29 ）
表
6
｢者
」
字
の
訓
ヒ
ト
モ
ノ
興
本　
0
15
岩
本　
0
13
石
本　
0
13
ト
イ
フ
ト
な
し
興
本　
0
6
77
岩
本　
4
28
47
石
本　
0
0
3
表
7
｢云
」
字
の
呼
応
ま
れ
に
引
用
文
末
に
「
ト
」
を
読
み
添
え
る
と
す
る
。
春
日
（
一
九
四
二
）
は
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
る
「
ト
」
や
読
み
添
え
の
な
い
も
の
は
、「
イ
フ
」「
ト
イ
フ
」
の
脱
落
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
そ
し
て
、
平
安
中
期
以
降
に
見
え
る
「
ト
」
と
、
何
も
読
み
添
え
な
い
形
式
は
新
形
と
す
る
。
各
本
に
お
け
る
直
接
引
用
の
呼
応
は
表
7
の
通
り
で
あ
る
。
表
7
を
見
る
と
、
引
用
の
呼
応
に
お
い
て
、
興
福
寺
本
・
石
山
寺
本
と
も
新
形
を
示
す
が
、
岩
屋
寺
本
に
古
形
が
見
え
る
。
以
上
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
『
高
僧
傳
』
各
本
の
訓
法
の
違
い
を
見
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
法
は
、
同
じ
読
み
を
示
す
箇
所
も
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
明
ら
か
な
差
が
あ
る
。
そ
の
相
違
は
、
学
統
の
差
に
よ
る
訓
法
の
新
古
に
よ
る
も
の
で
、
例
え
ば
「
令
｣・
｢則
」
字
な
ど
、
特
に
学
統
の
違
い
が
訓
法
の
差
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
法
相
宗
・
博
士
家
は
訓
法
が
保
守
的
で
あ
る
一
方
で
、
天
台
宗
の
訓
法
は
新
形
を
交
え
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
律
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
加
点
年
次
が
新
し
け
れ
ば
、
そ
こ
に
新
形
の
訓
法
が
混
入
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
（
小
林
（
一
九
六
三
)・
村
上
（
一
九
六
六
））。
今
回
の
比
較
結
果
を
見
る
と
、
各
本
は
一
律
に
古
い
訓
法
や
新
し
い
訓
法
を
保
持
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
形
と
新
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
し
か
も
、
各
本
の
古
形
・
新
形
の
訓
法
が
見
え
る
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
あ
る
）。
第
三
節
第
三
項
『高
僧
傳
』
の
訓
読
の
実
態
こ
れ
ま
で
に
、
再
読
字
・
不
読
字
・
助
字
そ
の
他
の
訓
読
の
違
い
を
見
て
き
た
。
本
項
で
は
、
三
本
の
『
高
僧
傳
』
の
本
文
を
文
単
位
で
比
較
し
て
、『
高
僧
傳
』
は
他
本
を
参
照
し
て
訓
法
を
形
成
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
三
本
の
訓
読
の
仕
方
は
大
部
分
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
三
本
の
本
文
が
殆
ど
同
じ
な
の
で
当
然
で
あ
る
が
、
本
文
解
釈
の
相
違
に
よ
っ
て
読
み
が
異
な
る
点
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
挙
げ
て
い
く
と
次
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
挙
げ
る
。
1
三
本
と
も
全
く
同
じ
、
若
し
く
は
、
ほ
ぼ
同
じ
訓
読
を
す
る
。
61
｢以
爲
恒
業
晉
太
元
初
於
武
陵
平
山
立
寺
」
興
：
以
て
恒
の
業
と
為
す
晉
の
太
元
の
初
（
メ
）
に
武
陵
の
平
山
に
於して
寺
（
ヲ
）
立
つ
岩
：
以
テ
恒
ノ
業
ト
爲
ス
晉
ノ
太
元
ノ
初
メ
ニ
武
陵
ノ
平
山
ニ
於
(シ
）
テ
寺
ヲ
立
ツ
石
：
以
て
恒
（
ノ
）
業
と
為
す
晉
の
太
元
の
初
（
メ
）
に
武
陵
の
平
山
に
於
寺
を
立
（
ツ
）
2
三
本
と
も
異
な
る
訓
読
を
す
る
。
40
｢得
一
佛
光
刺
史
表
上
晉
簡
文
帝
勅
施
此
像
」
興
：
一
（
ツ
）
の
佛
光
（
ヲ
）
得
た
り
刺
史
表
し
て
晉
（
ノ
）
簡
文
に
上
(タ
テ
マ
ツ
)る
勅
し
て
此
の
像
に
施
す
岩
：
一
（
ツ
）
ノ
佛
光
ヲ
得
タ
リ
刺
史
表
シ
テ
上
(タ
テ
マ
）
ツ
ル
晉
ノ
簡
文
帝
勅
シ
テ
此
ノ
像
ニ
施ホト
スコ
ニ
石
：
一
（
ツ
）
の
佛
光
を
得
（
タ
リ
）
刺
史
晉
の
簡
文
に
表
上
す
勅
（
シ
）
て
此
（
ノ
）
像
に
施
（
ス
）
（ 30 ）
3
興
福
寺
本
だ
け
が
異
な
る
訓
読
を
す
る
。
44
｢漁
人
疑
爲
海
神
延
巫
祝
以
迎
之
」
興
：
漁
人
海
神
為タ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
疑
（
ヒ
）
て
巫
祝
を
延ヒ
（
キ
）
テ
以
（
テ
）
之
を
迎
（
フ
）
岩
：
漁
人
疑ウタカ
（
ヒ
）
テ
海
神
ナ
リ
ト
爲シ
テ
巫
祝
ヲ
延ヒ
キ
テ
以
テ
之
ヲ
迎
フ
石
：
漁
人
疑
（
ヒ
）
て
海
神
と
為(シ)（
テ
）
坐
祝
（
ヲ
）
延(ヒ)（
キ
テ
）
以
（
テ
）
之
を
迎
（
フ
）
4
岩
屋
寺
本
だ
け
が
異
な
る
訓
読
を
す
る
。
32
｢表
上
臺
勅
使
安
像
足
下
」
興
：
表
（
シ
テ
）
臺
に
上たて
ま
つ
る
勅
し
て
像
の
足
下
に
安(ヤス
)（
ン
セ
）
使(シ)む
岩
：
表
シ
テ
臺
ニ
上(タテ
)マ
ツ
ル
勅
使
像
ノ
足
下
ニ
安
ス
ル
ニ
石
：
表
（
シ
テ
）
臺
に
上(タテ
)（
マ
ツ
ル
）
勅
（
シ
）
て
像
の
足
下
に
安(ヤス
)（
ン
セ
）
使(シ)（
ム
）
5
石
山
寺
本
だ
け
が
異
な
る
訓
読
を
す
る
。
31
｢於
海
口
得
銅
蓮
華
趺
浮
在
水
上
」
興
：
江
の
口
に
於シ
テ
銅
の
蓮
華
の
趺
を
得
た
り
浮
（
キ
）
て
水
の
上
に
在
（
リ
）
岩
：
海
口
ニ
於シ
テ
銅
ノ
蓮
華
ノ
趺
ヲ
得
タ
リ
浮
（
キ
）
テ
水
上
ニ
在
リ
石
：
江
の
口
に
於(シ)（
テ
）
銅
の
蓮
華
（
ノ
）
趺
の
浮
（
キ
）
て
氷
の
上
に
在
（
ル
）
を
得
（
タ
リ
）
現
存
す
る
『
高
僧
傳
』
の
点
本
を
見
る
限
り
、
右
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
訓
読
が
異
な
る
パ
タ
ー
ン
（
2
〜
5
）
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
無
い
。
右
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、『
高
僧
傳
』
の
訓
法
は
、
各
学
統
内
で
訓
法
が
保
持
さ
れ
、
他
本
を
参
照
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
訓
法
が
学
統
間
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
、
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
他
の
観
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
第
四
節
(本
文
異
同
)・
(異
訓
）
注
記
今
回
比
較
に
用
い
た
三
本
に
は
、
い
ず
れ
も
本
文
異
同
と
異
訓
の
注
記
が
見
ら
れ
る
（
図
の
□
は
筆
者
に
よ
る
。
ま
た
、
石
山
寺
本
の
例
は
必
要
箇
所
の
み
翻
刻
で
示
す
）。
（ 31 ）
▼
岩
屋
寺
本
異
訓
例
▼
興
福
寺
本
対
応
個
所
▼
石
山
寺
本
対
応
個
所
▼
興
福
寺
本
異
訓
例
▼
岩
屋
寺
本
対
応
個
所
▼
石
山
寺
本
対
応
個
所
皆
参
沙渉セリ
又
一
亜
娃
(補
入
)
長
▼
興
福
寺
本
本
文
異
同
注
記
▼
岩
屋
寺
本
該
当
箇
所
▼
石
山
寺
本
該
当
箇
所
及
張
寅
等
こ
れ
ら
本
文
異
同
や
異
訓
注
記
が
、
興
福
寺
本
に
二
十
箇
所
、
岩
屋
寺
本
に
二
十
六
箇
所
、
石
山
寺
本
に
、
約
二
百
五
十
箇
所
存
す
る
（
各
本
、
巻
十
三
の
数
値
）。
こ
の
よ
う
な
異
同
や
異
訓
を
注
記
し
た
も
の
は
、
加
点
者
の
参
照
し
た
本
に
あ
っ
た
か
、
加
点
者
自
身
の
知
見
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
右
例
（
囲
い
部
分
）
の
よ
う
に
、
興
福
寺
本
で
本
文
異
同
を
示
す
注
記
が
岩
屋
寺
本
・
石
山
寺
本
の
本
文
に
合
う
例
、
岩
屋
寺
本
の
本
文
異
同
注
記
が
興
福
寺
本
・
石
山
寺
本
に
合
う
例
、
石
山
寺
本
の
本
文
異
同
注
記
が
岩
屋
寺
本
・
興
福
寺
本
に
合
う
例
は
あ
る
が
、
興
福
寺
本
の
異
訓
注
記
が
岩
屋
寺
本
の
訓
に
合
う
こ
と
や
、
ま
た
逆
に
、
岩
屋
寺
本
の
異
訓
注
記
が
興
福
寺
本
の
訓
に
合
う
こ
と
は
一
例
も
無
い
（
石
山
寺
本
は
比
較
可
能
箇
所
に
異
訓
注
記
な
し
）。
し
た
が
っ
て
、
現
存
の
本
文
を
見
る
限
り
、
互
い
の
訓
を
参
照
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
月
本
（
一
九
八
〇
）
は
、
伝
記
類
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
は
、
訓
法
に
系
統
が
認
め
ら
れ
ず
、
し
か
も
、
本
文
に
付
さ
れ
た
注
の
形
式
が
雑
多
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
本
間
で
訓
や
注
を
参
照
し
あ
い
、
訓
法
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
唐
西
域
記
』
は
全
て
南
都
系
の
点
本
の
み
で
あ
る
の
で
、
同
学
統
内
で
の
伝
記
類
の
訓
法
の
形
成
状
況
は
分
か
っ
て
も
学
統
を
ま
た
ぐ
訓
法
の
交
流
は
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
今
回
は
、『
大
唐
西
域
記
』
と
同
じ
伝
記
類
で
あ
る
『
高
僧
傳
』
を
用
い
て
、
異
な
る
学
統
間
の
訓
法
の
差
を
見
た
。
そ
の
結
果
は
、
互
い
に
訓
法
が
異
な
っ
て
お
り
、
異
訓
や
本
文
異
同
注
記
な
ど
も
併
せ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
異
な
る
学
統
間
で
互
い
に
訓
法
を
参
照
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
存
し
て
い
る
『
高
僧
傳
』
の
点
本
を
見
る
限
り
で
は
、『
大
唐
西
域
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
雑
多
な
注
や
訓
が
見
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、『
高
僧
傳
』
の
訓
は
、
異
な
る
学
統
間
だ
け
で
な
く
、
同
学
統
内
で
も
諸
本
間
で
参
照
さ
れ
あ
う
よ
う
な
こ
と
は
少
な
か
っ
た
か
無
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か(30)。
ま
た
、
月
本
氏
は
現
存
の
『
大
唐
西
域
記
』
の
奥
書
に
は
祖
点
を
は
じ
め
訓
の
来
歴
に
関
す
る
記
述
が
殆
ど
無
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
『
大
唐
西
域
記
』
の
訓
法
が
固
定
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
す
る
。『
高
僧
傳
』
の
奥
書
を
見
る
と
、
現
在
見
出
さ
れ
た
加
点
本
を
見
る
限
り
、
訓
を
誰
か
ら
受
学
し
た
か
を
記
し
て
い
る
場
合
が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る(31)。
奥
書
の
有
無
の
状
況
か
ら
見
て
も
、『
高
僧
傳
』
の
訓
法
は
、
改
変
す
る
も
の
で
は
な
く
、
従
来
の
読
み
を
尊
重
す
べ
き
点
本
と
見
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
五
節
ま
と
め
興
福
寺
本
・
岩
屋
寺
本
・
石
山
寺
本
の
訓
法
の
違
い
は
、
主
と
し
て
学
統
の
差
に
起
因
す
る
新
古
の
差
と
、
本
文
解
釈
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
福
寺
本
の
奥
書
に
は
康
和
二
年
と
あ
り
、
確
か
に
加
点
は
先
学
の
指
摘
通
り
院
政
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
訓
法
は
最
も
古
い
も
の
で
平
安
初
期
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
加
点
当
時
（
院
政
期
〜
鎌
倉
初
期
頃
）
の
訓
法
と
見
て
よ
い
例
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
岩
屋
寺
本
・
石
山
寺
本
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
加
点
当
時
よ
り
も
、
古
い
訓
法
を
示
す
箇
所
も
あ
れ
ば
、
当
時
に
お
い
て
一
般
的
な
訓
法
を
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
各
本
に
は
加
点
年
次
よ
り
も
古
い
訓
法
と
当
代
に
一
般
的
な
訓
法
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
相
宗
・
博
士
家
と
も
に
、
所
用
の
訓
法
は
保
守
的
で
あ
（ 32 ）
り
、
天
台
宗
の
訓
法
に
は
新
形
が
多
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
比
較
結
果
か
ら
、
『
高
僧
傳
』
は
一
律
に
古
形
・
新
形
の
ど
ち
ら
か
の
訓
法
で
読
ん
だ
も
の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
伝
記
類
の
『
大
唐
西
域
記
』
の
訓
法
に
は
系
統
が
無
く
、
同
学
統
内
で
訓
や
注
が
参
照
さ
れ
合
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
。
今
回
、
同
じ
く
伝
記
類
の
『
高
僧
傳
』
の
訓
法
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
異
な
る
学
統
間
だ
け
で
な
く
、
同
学
統
内
で
も
訓
の
参
照
は
少
な
か
っ
た
か
、
若
し
く
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
同
じ
伝
記
類
で
も
書
ご
と
に
読
ま
れ
方
や
訓
の
伝
承
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る(32)。
こ
の
こ
と
は
、
今
回
比
較
し
た
『
高
僧
傳
』
に
お
い
て
、
訓
法
の
異
な
り
方
や
訓
を
互
い
に
参
照
し
あ
っ
た
形
跡
が
な
い
こ
と
、
訓
の
来
歴
を
示
す
奥
書
が
『
大
唐
西
域
記
』
と
違
っ
て
、『
高
僧
傳
』
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
参
考
文
献
石
井
万
紀
子
（
一
九
九
一
）「
天
治
本
新
撰
字
鏡
と
法
隆
寺
一
切
経
の
書
誌
学
的
研
究
」『
樟
蔭
国
文
学
』（
28
）
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
（
一
九
七
八
）『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
篇
）』
法
蔵
館
井
上
宗
雄
（
一
九
八
八
）「
藤
原
光
頼
」『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
増
補
版
』
笠
間
書
院
岩
井
諦
亮
（
一
九
三
八
）「
石
山
寺
本
梁
高
僧
傳
と
其
の
道
安
傳
校
異
」『
支
那
仏
教
史
学
』（
2
袞
2
）
支
那
仏
教
史
学
会
上
杉
智
英
（
二
〇
一
二
）「
岩
屋
寺
一
切
経
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
二
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
史
特
殊
演
習
配
布
資
料
、
未
公
刊
）
遠
藤
嘉
基
（
一
九
五
二
）『
訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
国
文
学
会
大
矢
透
（
一
九
〇
九
）『
假
名
遣
及
假
名
字
體
沿
革
史
料
』
帝
国
学
士
院
（
勉
誠
社
複
製
版
（
一
九
六
九
）
に
よ
る
）
落
合
俊
典
（
二
〇
一
五
）「
南
宋
思
渓
版
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」『
漢
傳
佛
教
研
究
的
過
去
現
在
未
来
会
議
論
文
集
』
佛
光
大
学
（
台
湾
）
春
日
政
治
（
一
九
四
二
）「
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」『
斯
道
文
庫
紀
要
』（
1
）
斯
道
文
庫
門
前
正
彦
（
一
九
五
九
）「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
（
二
）
袞
「
ヒ
ト
」
よ
り
「
モ
ノ
」
へ
袞
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
11
）
訓
点
語
学
会
金
水
敏
・
山
田
昇
平
・
中
野
直
樹
（
二
〇
一
五
）「
日
本
語
資
料
と
し
て
見
た
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
に
つ
い
て
」『
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
（
二
〇
〇
六
）『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
小
林
芳
規
（
一
九
五
四
）「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
袞
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
袞
」『
国
語
学
』（
16
）
国
語
学
会
（
小
林
（
二
〇
一
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
五
八
）「
古
点
の
況
字
続
貂
」『
東
洋
大
学
紀
要
』（
12
）
東
洋
大
学
学
術
研
究
会
（
小
林
（
二
〇
一
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
五
九
）「「
及
」
字
の
訓
読
」『
言
語
と
文
芸
』（
1
袞
4
）
明
治
書
院
（
小
林
（
二
〇
一
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
六
一
）「
博
士
読
み
の
源
流
袞
ト
キ
ン
バ
を
一
例
と
し
て
袞
」『
言
語
と
文
芸
』
（
3
袞
2
）
明
治
書
院
（
小
林
（
二
〇
一
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
六
二
）「
陳
述
の
助
字
「
之
」
の
訓
読
袞
特
に
、
博
士
家
点
と
仏
家
点
と
の
訓
分
け
袞
」『
文
学
論
藻
』（
23
）
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
（
小
林
（
二
〇
一
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
六
三
）「
漢
文
訓
読
史
研
究
の
一
試
論
」『
国
語
学
』（
55
）
国
語
学
会
袂
袗
袗
袒
（
一
九
六
四
）「
漢
籍
訓
読
語
の
特
徴
袞
群
書
治
要
古
点
と
教
行
信
証
古
点
・
法
華
経
古
点
と
の
比
較
に
よ
る
袞
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
29
）
訓
点
語
学
会
（
小
林
（
一
九
六
（ 33 ）
七
）
に
再
録
）
袂
袗
袗
袒
（
一
九
六
七
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
袂
袗
袗
袒
（
一
九
七
六
）「
大
唐
西
域
記
長
寛
点
（
古
点
本
Ⅱ
（
二
））」
国
語
学
会
編
『
国
語
史
資
料
集
袞
図
録
と
解
説
袞
』
武
蔵
野
書
院
袂
袗
袗
袒
（
二
〇
一
七
）『
平
安
時
代
の
佛
書
に
基
づ
く
漢
文
訓
読
史
の
研
究
變
遷
の
原
理
』
（
Ⅶ
）
汲
古
書
院
佐
和
隆
研
（
一
九
七
八
）「
石
山
寺
の
歴
史
と
文
化
財
」
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
編
）』
法
蔵
館
定
源
（
二
〇
一
五
）「
日
本
新
出
『
高
僧
傳
』
古
寫
經
本
研
究
序
説
袞
刊
本
と
の
比
較
に
基
づ
く
成
立
問
題
の
一
試
論
袞
」『
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
九
輯
高
僧
傳
卷
五
續
高
僧
傳
卷
二
八
・
卷
二
九
・
卷
三
〇
』
国
際
仏
教
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
増
上
寺
史
料
編
纂
所
編
（
一
九
八
一
）『
増
上
寺
史
料
集
』（
別
巻
）
増
上
寺
田
中
稔
（
一
九
七
八
）「
石
山
寺
一
切
經
に
つ
い
て
」
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
編
）』
法
蔵
館
築
島
裕
（
一
九
六
三
）『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
袂
袗
袒
（
一
九
七
三
）「
石
山
寺
経
蔵
の
古
点
本
類
に
つ
い
て
」『
佛
教
藝
術
』（
94
）
毎
日
新
聞
社
袂
袗
袒
（
一
九
七
八
）「
石
山
寺
藏
の
古
訓
握
本
に
つ
い
て
」
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
編
）』
法
蔵
館
（
築
島
（
一
九
七
三
）
を
改
稿
し
た
も
の
）
袂
袗
袒
（
一
九
八
二
）「
池
上
阿
闍
梨
点
に
つ
い
て
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
68
）
訓
点
語
学
会
袂
袗
袒
（
一
九
八
六
ａ
）「
喜
多
院
握
の
展
開
」『
萬
葉
集
研
究
』（
14
）
塙
書
房
（
築
島
裕
（
一
九
九
六
）『
平
安
時
代
訓
握
本
論
考
研
究
篇
』
汲
古
書
院
に
再
録
）
袂
袗
袒
（
一
九
八
六
ｂ
）『
平
安
時
代
訓
握
本
論
考
ヲ
コ
ト
握
圖
假
名
字
體
表
』
汲
古
書
院
袂
袗
袒
（
一
九
九
六
）『
平
安
時
代
訓
握
本
論
考
研
究
篇
』
汲
古
書
院
袂
袗
袒
（
二
〇
〇
一
）「
高
僧
傳
」『
訓
点
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
月
本
雅
幸
（
一
九
八
〇
）「
大
唐
西
域
記
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』（
57
）
至
文
堂
袂
袗
袗
袒
（
一
九
九
二
）「
朗
澄
律
師
と
古
訓
握
」『
石
山
寺
の
研
究
（
深
密
蔵
聖
教
篇
下
）』
宝
蔵
館
袂
袗
袗
袒
（
一
九
九
三
）「
十
二
世
紀
の
仏
書
訓
点
資
料
の
特
質
袞
従
来
の
研
究
の
問
題
点
と
今
後
の
研
究
袞
」
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
国
語
研
究
』
明
治
書
院
中
田
祝
夫
（
一
九
五
四
）『
古
握
本
の
國
語
學
的
研
究
総
論
篇
』
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
袂
袗
袗
袒
（
一
九
五
八
）『
古
握
本
の
國
語
學
的
研
究
譯
文
篇
』
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
中
野
直
樹
（
二
〇
一
七
）「
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
そ
の
加
点
態
度
に
つ
い
て
」『
待
兼
山
論
叢
』（
50
）
大
阪
大
学
文
学
会
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
（
一
九
八
六
）『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』（
1
）
法
蔵
館
藤
原
重
雄
（
二
〇
一
六
）「
藤
原
光
頼
（
桂
大
納
言
入
道
）
出
家
後
の
動
向
袞
藤
原
惟
方
『
大
納
言
入
道
灌
頂
記
』
の
紹
介
袞
」『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
』（
1
）
日
本
古
写
経
研
究
所
村
上
雅
孝
（
一
九
六
六
）「
平
安
時
代
の
漢
籍
訓
読
語
の
一
性
格
袞
再
読
字
を
中
心
と
し
て
袞
」
『
国
語
学
』（
64
）
国
語
学
会
山
本
錠
之
助
（
一
九
三
四
）『
岩
屋
寺
誌
』
知
多
郡
内
海
町
第
二
尋
常
小
学
校
山
田
孝
雄
（
一
九
三
五
）『
漢
文
の
訓
讀
に
よ
り
傳
へ
ら
れ
た
る
語
法
』
寶
文
館
紀
贇
（
二
〇
〇
九
）『
慧
皎
『
高
僧
傳
』
研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
使
用
文
献
石
山
寺
蔵
『
高
僧
傳
』（
調
査
者
：
中
野
直
樹
調
査
日
：
2017/7/27.28）
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』（
調
査
者
：
落
合
俊
典
、
中
野
直
樹
調
査
日
：
2016/8/18.19）
興
福
寺
蔵
『
高
僧
傳
』（
調
査
者
：
落
合
俊
典
、
中
野
直
樹
調
査
日
：
2016/9/23）
各
本
書
誌
・
石
山
寺
本
岩
井
（
一
九
三
八
)・
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
（
一
九
七
八
）
参
照
。
（ 34 ）
・
岩
屋
寺
本
中
野
（
二
〇
一
七
）
参
照
。
・
興
福
寺
本
興
福
寺
本
は
巻
十
三
の
み
の
零
本
で
あ
る
。
[装
幀
〕
巻
子
本
。
[行
数
等
〕
全
二
十
七
紙
。
一
紙
二
十
五
行
。
一
行
十
八
字
乃
至
十
九
字
（
例
外
有
）。
界
線
天
地
左
右
に
有
り
。
[法
量
〕
第
一
紙
：
縦
27.4
cm
横
49.3
cm
第
二
紙
：
縦
27.5
cm
横
51.7
cm
第
三
紙
：
横
50.8
cm
第
二
紙
界
高
：
22.2
cm
天
界
：
2.5
cm
地
界
：
2.7
cm
界
幅
：
2
cm
[料
紙
〕
楮
紙
（
打
紙
）。
[外
題
〕
無
し
。
[内
題
〕
高
僧
傳
。
[尾
題
〕
高
僧
傳
。
[訓
点
〕
朱
筆
（
院
政
期
)・
墨
筆
（
朱
筆
と
同
時
期
か
)
ヲ
コ
ト
点
は
朱
筆
で
加
点
さ
れ
、
喜
多
院
点
で
あ
る
。
[紙
背
〕
大
唐
大
慈
恩
寺
基
公
碑
を
墨
筆
に
て
写
す
。
[他
〕
表
紙
は
後
補
。
表
紙
見
返
に
□
安
元
年(33)十
月
廿
一
日
傳
領
□
□
と
あ
り
。
内
題
右
に
法
印
あ
り
「
興
福
／
寺
印
」。
同
右
下
に
朱
筆
で
「
八
月
十
一
日
始
之
」
と
あ
り(34)。
箱
書
に
は
「
康
和
二
年
写
本
／
高
僧
傳
巻
十
三
／
興
福
寺
」
と
あ
り(35)、
表
紙
に
朱
筆
で
「
第
三
号
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
て
い
る
。
註(1
)
訓
法
が
固
定
的
に
な
る
と
い
わ
れ
る
、
平
安
末
期
〜
鎌
倉
期
に
か
け
て
も
、
訓
法
に
変
遷
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
月
本
（
一
九
九
三
））。
(2
)
例
え
ば
、『
白
氏
文
集
』・
『貞
観
政
要
』・
『論
語
』
な
ど
の
漢
籍
に
は
博
士
家
の
各
家
説
が
あ
り
、
仏
書
に
は
『
成
唯
識
論
』
に
三
つ
、『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
に
は
四
つ
の
系
統
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
他
に
儀
軌
類
や
、『
大
唐
西
域
記
』
の
よ
う
な
伝
記
類
に
も
研
究
が
あ
る
。
(3
)
月
本
（
一
九
八
〇
・
一
九
九
三
）
等
に
指
摘
が
あ
る
。
(4
)
影
印
・
訓
読
文
は
、
い
ず
れ
の
本
も
未
だ
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
に
俟
た
れ
る
。
(5
)
紀
（
二
〇
〇
九
)・
定
源
（
二
〇
一
五
）
等
。
(6
)
上
杉
（
二
〇
一
二
)・
定
源
（
二
〇
一
五
)・
『石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
篇
）』（
一
九
七
八
)・
『興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』（
一
九
八
六
)・
『増
上
寺
史
料
集
』（
別
巻
）（
一
九
八
一
)・
『日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
二
〇
〇
六
）。
な
お
、
興
福
寺
本
に
関
し
て
は
、
書
誌
情
報
を
稿
末
に
挙
げ
た
。
(7
)
一
一
〇
〇
年
。
(8
)
石
井
（
一
九
九
一
)・
定
源
（
二
〇
一
五
）
で
『
高
僧
傳
』
諸
本
の
う
ち
、
法
隆
寺
旧
蔵
本
と
し
て
四
天
王
寺
本
（
十
巻
（
前
九
巻
の
み
現
存
））
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
石
井
（
一
九
九
一
）
の
言
う
通
り
、
興
福
寺
本
が
法
隆
寺
旧
蔵
本
だ
と
す
る
と
、『
高
僧
傳
』
が
少
な
く
と
も
、
二
本
法
隆
寺
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
(9
)
一
二
八
一
年
。
(10
)
一
二
九
三
年
。
(11
)
桂
大
納
言
入
道
と
は
公
卿
藤
原
光
頼
を
指
す
。
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
生
、
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
歿
。『
平
治
物
語
』・
『今
鏡
』
に
光
頼
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』「
藤
原
光
頼
」（
黒
川
昌
享
執
筆
）
に
よ
る
）。
ま
た
、『
愚
管
抄
』
に
「
光
頼
大
納
言
カ
ツ
ラ
ノ
入
道
ト
テ
ア
リ
シ
コ
ソ
末
代
ニ
ヌ
ケ
イ
デ
仭
人
ニ
ホ
メ
ラ
レ
シ
カ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
桂
大
納
言
入
道
と
は
藤
原
光
頼
そ
の
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
落
合
（
二
〇
一
五
））。
(12
)
朱
筆
の
返
点
は
鎌
倉
期
に
見
ら
れ
る
形
態
を
し
て
い
る
。
(13
)
一
一
六
二
年
。
(14
)
一
一
六
三
年
。
(15
)
一
一
五
四
年
。
(16
)
石
山
寺
の
聖
教
類
に
は
天
台
系
の
も
の
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
佐
和
（
一
九
七
八
)・
田
中
（
一
九
七
八
)・
築
島
（
一
九
七
三
・
一
九
七
八
）
等
）。
ま
た
、
築
島
（
一
九
七
三
・
一
九
七
八
)・
小
林
（
一
九
七
六
）
で
は
本
書
の
訓
点
加
点
者
と
し
て
、
そ
の
筆
致
か
ら
朗
澄
（
真
言
僧
）
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
月
本
（
一
九
八
〇
・
一
九
九
二
）
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
石
山
寺
本
『
高
僧
傳
』
の
仮
名
（ 35 ）
字
体
に
つ
い
て
は
月
本
（
一
九
九
二
）
に
報
告
が
あ
る
。
(17
)
岩
井
（
一
九
三
八
）
は
本
書
が
念
西
か
、
念
西
の
勧
進
に
応
じ
た
僧
俗
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
(18
)
訓
点
か
ら
読
み
を
明
ら
か
に
で
き
た
用
例
数
を
示
し
て
い
る
の
で
、
表
内
の
各
本
の
数
値
は
揃
っ
て
い
な
い
。
以
下
の
表
同
じ
。
(19
)
｢應
」
字
は
小
林
（
一
九
五
四
）
で
、
鎌
倉
期
以
降
も
再
読
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(20
)
｢猶
」
字
も
小
林
（
一
九
五
四
）
で
、
平
安
・
鎌
倉
期
を
通
じ
て
再
読
さ
れ
な
い
形
が
多
く
、
不
安
定
な
字
と
さ
れ
る
。
(21
)
但
し
、
再
読
の
加
点
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
加
点
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
再
読
し
て
い
た
可
能
性
も
無
い
で
は
な
い
。
(22
)
村
上
（
一
九
六
六
）
は
『
漢
書
楊
雄
伝
』
天
暦
二
年
点
や
『
白
氏
文
集
』
天
永
四
年
点
な
ど
を
例
に
、
漢
籍
に
は
古
訓
が
残
り
や
す
い
一
方
、
新
し
い
訓
も
同
程
度
見
え
て
お
り
、
訓
法
の
変
遷
が
単
純
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
高
僧
傳
』
は
漢
籍
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
村
上
氏
の
調
査
で
は
、
再
読
字
の
訓
は
再
読
を
し
な
い
形
と
す
る
形
で
は
、
再
読
形
が
や
や
優
勢
で
あ
っ
た
。
(23
)
加
点
を
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
例
も
加
点
が
な
い
の
で
不
読
と
み
る
。
(24
)
直
上
の
補
読
訓
を
含
む
。
(25
)
山
田
（
一
九
三
五
）
が
「
之
」
字
の
用
法
は
代
名
詞
だ
け
で
な
く
、
陳
述
の
用
法
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
文
中
に
「
之
」
字
が
指
し
示
す
具
体
的
な
物
・
事
が
あ
る
場
合
は
、
代
名
詞
用
法
と
し
て
平
安
初
期
か
ら
「
コ
レ
」
と
読
ん
で
い
る
（
小
林
（
一
九
六
二
））。
(26
)
表
4
か
ら
は
代
名
詞
用
法
の
例
は
除
い
て
い
る
。
(27
)
石
山
寺
本
は
「
於
」
字
に
直
接
付
訓
せ
ず
、「
於
」
字
の
直
前
に
読
む
字
に
訓
を
付
す
。
但
し
、
返
点
は
付
さ
れ
て
お
り
、「
於
」
字
は
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
内
に
は
、
「
於
」
字
の
直
前
に
読
ま
れ
る
字
に
付
さ
れ
た
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
。
(28
)
小
林
（
一
九
五
八
）
は
、
平
安
初
期
に
お
い
て
は
、
副
詞
的
用
法
の
「
於
」
字
は
不
読
で
、
「
於
」
字
の
下
の
字
に
付
訓
し
、「
於
」
字
に
直
接
付
訓
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
中
期
以
降
と
指
摘
す
る
。
(29
)
小
林
（
一
九
五
八
）
に
は
平
安
中
期
加
点
『
法
華
玄
賛
』
に
「
オ
キ
テ
」
の
訓
が
見
え
る
と
の
中
田
祝
夫
氏
か
ら
の
報
告
が
載
っ
て
い
る
。
(30
)
今
回
用
い
た
三
本
に
は
い
ず
れ
も
異
訓
（
左
訓
）
や
本
文
異
同
等
の
注
記
が
若
干
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
が
各
学
統
内
、
若
し
く
は
、
学
統
間
で
の
異
訓
・
本
文
異
同
等
の
注
記
で
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
(31
)
四
天
王
寺
本
に
は
訓
点
に
関
す
る
奥
書
は
無
い
よ
う
で
あ
る
（
定
源
（
二
〇
一
五
））。
(32
)
宗
派
・
学
派
ご
と
に
、
訓
法
の
差
が
あ
る
こ
と
は
先
学
が
述
べ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
月
本
（
一
九
九
三
）
は
、
そ
の
指
摘
は
仏
書
に
お
い
て
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
、
個
々
の
資
料
ご
と
に
訓
法
が
異
な
る
場
合
が
少
な
く
な
い
と
す
る
。
(33
)
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
か
。
(34
)
本
文
訓
点
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
(35
)
側
面
に
整
理
番
号
第
三
函
第
九
号
と
紙
で
添
付
さ
れ
て
い
る
。
【付
記
】
原
本
閲
覧
等
に
際
し
て
、
石
山
寺
・
岩
屋
寺
・
興
福
寺
当
局
及
び
、
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
・
日
本
古
写
経
研
究
所
よ
り
格
別
の
ご
厚
誼
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
本
稿
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
公
開
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
席
上
他
に
て
、
岡
島
昭
浩
先
生
、
落
合
俊
典
先
生
、
金
水
敏
先
生
、
岸
野
亮
示
先
生
、
岸
本
恵
実
先
生
、
月
本
雅
幸
先
生
、
藤
井
教
公
先
生
、
山
田
昇
平
氏
、
久
田
行
雄
氏
よ
り
御
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（ 36 ）
